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衆

議 院 議

員 選 挙 投票日は
10月20 日( 日)

足立区は
2つの選挙区に
分かれます

今回は平成6 年の公職遇挙法の改正により、

衆議院選挙か今までの中選挙区制から小遣挙
区・比例代表並立制に変わったこと、また小選
挙区の区割りにより、足立区の選挙区か2 つに

分割されたことを中心にお知らせします。

小
選
挙
区
・
比
例
代
表
並
立
制
に

小
選
挙
区
・
比
例
代
表
並
立
制
と

は
、
L
選
挙
区
か
ら
F
巌
員
峇
選
出
す

忝
ふ
選
挙
区
制
と
、
全
国
1
1ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
ド
ン
ト
式
に
よ
っ
て
政
党
の
得
票

数
に
応
じ
て
議
員
痴
選
出
す
る
比
例
代

表
制
か
灸
茗

個
哢
夛
。
ゑ

漑
正

刄

衆
躡
院
の
柵
原
霰
は
5
1
1大か
ら
5
0
0

人
に
減
少
。
小
選
挙
区
選
挙
で
3
0
0

大
、
比
例
代
表
選
挙
で
刈
人
の
議
員
を

選
i

苫

に
な
2

ヂ
。

足
立
区
は

2
つ
の
選
挙
区
に

区
創
り
は
1

羣
区
間
の
人
口
格
差

が
F
対
2
以
上
に
な
ら
な
い
ぷ
7
に
す

る
こ
と
を
棊
本
と
し
、
小
選
挙
区
の
定

数
窈
{χ
呉

享

右
を
各
都
道
府
県

に
L
ず
つ
配
当
。
残
り
の
S
は
、
各
都

道
府
県
Q
入
口
に
比
例
し
X
l
「
U
ま

レ
た
(
東
京
都
の
場
合
、
小
選
挙
区
は

2
5
に
区
割
り
さ
れ
ま
t
。
同
様
に
、

比
例
代
表
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
定
数
に
つ
い

て
も
人
口
比
例
X

甃

じ

ま
し
た
(
東

京
都
は
1
9
人
)
。
足
立
区
の
場
合
、
人

口
約
6
4
万
人
と
」
選
挙
区
9

〈
口
と
し

て
は
全
・一一
の
平
均
(

約
4
1
万
1

千
人
)

童
(
緇
に
越
え
て
い
る
た
め
、
2

つ
の

選
挙
区
に
分
割
さ
れ
奔
し
た
。
具
体
的

に
は
、
図
1
り
ぶ
つ
に
、
補
助
迎
祓

尾
竹
橋
通
り
)
・
環
状
r
号
線
・
放
射
U

忿
″
髦
久
橋
通
ひ
)
等
を
拳
と
し

て
、
西
側
部
分
ほ
北
叭
ぐ
£
"
に
「
東

京
都
第
1
2区
」
と
な
り
、
足
立
区
の
そ

れ
以
外
の
区
域
は
単
独
で
『
東
京
都
第
1
3

隰

と
罫
貧
家
歹
。

図1

東京都第12区( 北区と合区)

谷1～9丁目、入谷町、扇1～3丁目、興野1・2丁目、小台
1・2丁目、加賀1・2丁目、加賀皿沼町、北鹿浜町、江北1

71

7丁目、古干谷本町1丁目( 14の18～14の20) 、古干谷本町2丁
目( 17の11～17の15、25の4～25の11、25の18) 、古干谷本町3
丁目( 5の6～5の25、6の13～6の26、9の11～9の26、10の
8～10の27) 、皿沼1～3丁目、鹿浜1～8丁目、、新田1～3
丁目、椿1・2丁目、舎人1～6丁目、舎人町、西新井栄町3丁
目、西新井本弯1～5丁目、鼈之内1・2丁目、官奴1・2丁目、

l

本木1 ・2 丁目、本木北町、本木西町、本木東町、本木南町、谷
在家2 ・3 丁

東京都第13区

足立区で東京都第12
区に羈さない区
域

投
票
は
二
票
制
に
な
り
ま
す

新
制
度
で
の
投
票
は
、
小
選
挙
区
と

比
例
代
表
の
選
挙
を
別
個
に
行
う
た

め
、
二
票
制
に
な
2

チ
。
投
票
方
法

は
、
小
選
挙
区
選
挙
で
誕
秘
者
個
人

を
、
比
例
代
表
選
挙
刄

詼
党
等
を
記

入
す
9
日
書
式
で
y
(
図
2
)
。
な
お
、

衆
一
院
選
蠢
か
吁
っ
際
は
、
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
霤
畧
芯
同
時
に
行
う

た
め
、
投
票
は
計
3
回
と
な
ひ
豕
歹
。

図2　● 衆議院議員選挙の投票方法●問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
0月
2
3日
か
ら「
足
立
6
0景
」

エ
コ
ー
は
が
き
を
発
売
し
ま
す

今
年
も
「
足
立
6
0
最
一
t
y
ザ
イ

ン
し
た
。
エ
コ
ー
は
が
き
'
素
覘

し
ま
し
た
。
1
0
月
芻
£
答
区
内
お

£
征
髀
区
の
郵
便
局
で
発
充
し
ま

す
。
「
年
!
と
朱
寄
き
し
、
年
賀

状
と
し
て
も
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

価
格
=
L
灸
s
円
(
!
通
常
の
5
0
円

囂
睚

が
霓
胄
苳
円
安
で
w

絵
柄
=
千
住
宿

問
先
―
広
報
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

こ
の
見
本
は
が
き
は
、
校
正
紙
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す

□ 訂正とおわび　10月5日号の2面、「平成9年4月入園の私立幼稚園児募集」の配事に誤りがありました。正しくは、対象=3・4・5歳児( 3年4月
2日～6年4月1日生)です。訂正しておわびします。《私学振興》
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

健

康

江
北
健
康
大
学
公
開
講
座

「
た
の
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く
り
」

無
理
の
な
い
健
蹶
づ
く
n
夸
萇
だ

め
に
、
簡
単
な
体
操
を
レ
な
が
ら
E
常

の
『
食
年
居
』
の
工
夫
奮
字
ぴ
詆
し
ょ

う
。

日
時
儿
…寶
碵
百
(

月
)
、午
後
F

時
迴
7
3

時
3
0分

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
こ
に戸
石
科
学
館

講
師

=
玉
田
富
子
氏
(
栄
養
士
)

対
象
卜

区
内
在
住
の
方

定
員
=
§
-
<
(先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
d
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

a
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

講
演
会
「
痴
ほ
う
症
の
予
防
と
介
護
」

唇
万
人
に
痴
ほ
う
宸
状
が
見
ら

れ
た
と
き
ご
フ
レ
た
ら
い
い
か
、
一
緒

に
勉
強
」
汳
し
ょ
う
。
日
時
=
1
0
月

3
0
E
(
水
)
、
午
後
2
時
～
4
時
対

象
=
関
心
の
あ
る
方
な
ら
戸
な
た
で
も

講
師
H
関
山
寛
治
氏
(
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
み
忝
と
所
長
)

定
員
儿
J
人

費
用
=
無
料

申
込
日
電
話

場
・

申
・
問
先
日
足
立
保
健
所

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

福

祉

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
方
へ

修
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

対
象
=
1
孥
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
の
餐
成
学
校
に
在
学
し
、

卒
業
後
、
区
内
の
福
祉
施
設
等
刄
七
れ

ぞ
れ
の
業
務
に
従
事
す
る
意
思
を
有
す

る
方
(
3
年
以
卜
促
應
t
れ
ぱ
返
済
免

除
)

※
た
だ
し
、
同
種
の
賢
啻
を
借

り
て
い
な
い
方

貸
付
限
度
額
乱
i

茜
か
円
(
無
利
子
)

貸
付
期
間
卜
養

成
施
設
の
正
規
の
修
学
期
間

定
員
卜

若
干
名

申
込
卜
直
接
窓
口

期
限
卜
U

兮
日

申
・
問
先
日
福
祉
計
画
課

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

・

児
童
育
成
手
当
(

障
害
手
当
)

対
象
H
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
・
・
・
知
的
障
害
者
で

「
愛
9
函
」
I
L
I
度
/
身
体
障
害
者

で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
1
・
2
級
/

脳
性
マ
ヒ
ま
た
腿
罹
行
性
筋
萎
靼
症

※
所
得
制
限
が
あ
口
汞
y
手
当
月
額

卜
1

召

羊
5
0
0円

・

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
卜
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
L
L
I

度

ま
政
雄
体
障
害
者
壬
眼
I
F
3
級
程

度
)
を
も
つ
児
晋
壱
扶
養
し
て
い
る
方

‘一茨
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

豈

尤
・・・所
得
が
限
度
額
以
↓
の
る
/

児
晋
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童

が
1

的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
H
重
度

…
5
万
3
5
0円/
中
度
…
3
万
1
千
瞋
円

-

い
ず
れ
も
。卜

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
n
汞
y
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。

申
・
問
先
日
児
童
手
当
係

国
保
・
年
金

1
0月
～
1
2月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
W
T
1
9
一
月
分
の

納
付
書
を
、
1
0月
2
1
Eに
郵
送
し
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
末
日
(
た
だ
し
1
2月
分
は
F
月
6

日
)
で
す
。
な
お
、
納
を

耆
の
な
い

便
利
な
囗
唇
箇
舶
度
も
あ
口
季
歹
。

納
付
書
と
預
金
通
帳
。
通
帳
印
夲
お
持

ち
の
冫
气
金
融
機
関
・
国
保
課
・
各

区
民
暮
鈿
一
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
問
先
&
堕
旋
頑
保
険
課

資
格
賦
課
係

※
口
座
苞
晉の
こ
と
は

収
納
管
理
佩
へ

就
職
・
退
職
し
た
ら
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
区

内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含

む
)
は
、
万
一
の
訶
気
や
ヶ
ガ
に
備
え

て
、
必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し

な
れ
ぱ
な
n
永
卷
ん
。
動
務
先
の
健
康

保
険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
、
国
民
僵
屎
保
険
へ
の
加

入
が
必
要
で
す
(
た
び
レ
、
生
活
保
護

受
給
の
方
は
除
く
)
。

・
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
計
湟
ζ
i

鍜
し
て
職
場
の
健
康

保
険
汳
邏
k

劣
や
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
聡
手

。
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌

日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す

が
、
医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は

原
則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
H
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証
明
書
、
離

職
票
、
退
発
翫
明
一
な
べ

や
め
た
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
、
届
出
人
の

印
か
ん
/
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健

康
保
険
証
/
7
0歳
禾
満
の
方
で
、
厚
生

年
金
、共
済
年
金
(
国
民
年
金
i

隊
く
)

の
受
給
者
は
、
年
金
証一
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知
書
を
窓
口
に
持
参

※
届
出

人
が
代
翠
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

員
以
外
の
方
)
の
場
合
は
、
保
険
算
は

翌
日
郵
送
と
な
2

ヂ

・
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
計
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
」だ
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
会
計
な
ご
か
ら
国
民
健
康
保
険
課

に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き

を
し
な
い
と
、
m一
民
健
康
保
険
に
加
入

の
豕
豕
屁
酋
汞
歹
。
必
ず
や
め
'
{斈

僣

荅
し
て
く
だ
さ
い
(
勤
務
先
の
健

康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届
出

人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
芭

。な
お
、

就
職
B
以
降
は
国
民
健
康
保
険
証
は
便

え
豈
尤

。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
ト
ト

茖
礙
1
4
R
以
内
に
手
瑩
筌
し
て

く
だ
さ
い
°

申
!
*
=各
区
民
事
務
所

吏
ほ
国
民
健
康
保
険
課

問
先
卜
資

格
賦
課
係

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

保
険
料
を
駟
め
る
冫
と
が
困
難
な
方

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
豕
歹
。
免
除
さ

れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め
た
場
合

の
I

分
の
F
に
な
ひ
乖
か
、
年
金
を

呀
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
隹
原
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
、
1
0年
以
内
で
あ
れ
ぱ
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
'
整稻
談
く
だ
さ
い
。

問

先
=
0
E
年
令
諢
保
険
料
係

エ
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
映
画
鑑
賞
会

「マ
イ
フ
レ
ン
ド
　
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」

精
一
杯
牛
否
た
少
年
と
彼
を
m
i

え
た
少
年
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
楽
し
く
、

そ
し
て
悲
し
い
愛
と
感
動
の
物
詆
で

す
。
な
お
、
1
時
3
0
分
か
ら
第
1
回

足
立
区
エ
イ
ズ
を
考
X
る
ビ
デ
オ
コ

ン
ク
ー
ル
受
行
い
欒
y
。こ
う
9
も

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。日
時
H
H

月
1
6
日
王
)
、午
後
1
時
4
5
分
～
4

時
3
0分

懋
霏
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

対
象
占

方

定
員
H
S
人

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
(
1
枚
で
i
人

ま
で
5
募
可
)
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
叨
記

期
限
H
1
0

尽
侭
鵤
印
有
効
(
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

申
・
問
先
=
足

立
保
″
屏
業
務
係

〒
1
2
1伊興
町
前

沼
1
1
ら
7
-
6

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

平
成
8
年
度

足
立
区
功
労
者

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」
に
、
平
成
8

年
茖
笠
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
声
‥
yた
。
自

治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
3分
野

で
、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
2
1
3人の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
(
敬
称

略
)

【
自
治
功
労
】

(
行
政
委
員
y

宇
佐
美
宏
、
増
田
久
助
、
渡
邉
光
喜
　
(

消
防
団
員
》

青
山
善
隆
、
阿
出
川
泰
幸
、
荒
井
正
、

荒
木
公
、
飯
田
文
雄
、
池
田
栄
一
、
石

渡
和
雄
、
岩
井
孝
一
、
榎
本
泰
雄
、
遠

藤
智
榮
、
及
川
敏
明
、
大
久
保
幸
三
、

大
塚
達
昌
、
大
塚
昇
、
大
塚
文
雄
、
大

森
守
、
梶
明
司
、
勝
山
弘
、
金
子
勇
、

金
子
保
夫
、
木
内
晃
、
菊
地
艮
之
、
木

島
信
夫
、
木
村
衛
、
熊
谷
哲
也
、
熊
谷

正
夫
、
小
宮
昇
治
、
小
山
義
央
、
櫻
井

保
夫
、
迫
光
男
、
佐
藤
榮
一
、
柴
田
隆

嗣
、
清
水
幸
藏
、
清
水
武
次
、
清
水
昇

清
水
光
夫
、
下
邨
松
介
、
鈴
木
紀
久
雄

鈴
木
秀
吉
、関
口
金
光
、
武
井
桂
一
、

立
花
秀
夫
、
田
中
耕
也
、
田
中
繁
夫
、

田
中
誠
次
、
田
中
光
徳
、
谷
後
正
義
、

寺
嶋
修
、
寺
島
良
昭
、
中
田
貢
弘
、
永

吉
寛
志
、
西
野
勇
雄
、
根
津
捷
三
、
福

岡
幸
吉
、
藤
田
釼
、
船
木
佳
昭
、
古
性

勲
、
古
庄
加
助
、
古
庄
定
夫
。
細
井
榮

吉
、
細
野
敏
男
、
丸
山
茂
、
村
本
伸
一

元
井
一
擲
、
森
屋
秀
夫
、
谷
古
宇
正
彦

山
田
俊
昌
、
渡
邊
平
夫
、
渡
邉
艮
一

(町
会
・
自
治
会
長
》

阿
部
徳
一
、
生
方
弥
八
郎
、
遠
澤
寛
次

加
藤
悦
造
、
河
原
勇
、
を
近
定
雄
、
佐

野
好
一
、
半
田
恒
雄
、
藤
田
志
郎
、
水

誉
芒

、
吉
田
末
雄
、
和
井
田
友
義
　
[

社
会
福
祉
功
労
]

{
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》

馬
場
幸
男
、
矢
吹
正
紀

(民
生
委
員
・
倡
戛
委
員
〉

芦
川
み
つ
江
、
安
達
ト
シ
、
荒
井
智
惠

子
、
石
黒
荏
久
枝
、
五
十
畑
力
造
、
市

川
素
代
、
印
南
昌
子
、
江
川
美
登
里
、

大
石
久
美
、
大
道
せ
つ
、
梶
和
一
、
梶

山
ミ
サ
ヲ
、
久
保
木
好
子
、
豈
晏
舅

坂
上
千
東
芋
、
田
中
綾
子
、
田
中
譱
孑

小
宮
昇
太
郎
、
下
島
浩

【
公
衆
衛
生
功
労
】

(学
校
保
健
衛
生
功
労
者
)

芦
澤
照
子
、
牛
込
久
義
、
神
前
正
敬
、

小
林
邏
央
、
高
瀬
静
子
、
千
葉
昭
典
、

東
川
惠
乏
、
西
稈
啓
子
、
間
宮
秀
治
、

水
野
保

(食
品
・
環
境
衛
生
事
業
功
労
者
)

岡
田
久
仁
夫
、
杉
本
箟
孥

[社
会
教
冐
功
労
]

(社
会
教
育
事
笑
功
労
者
)

中
野
と
t
字

(
P
T
A
会
長
)

伊
勢
谷
道
義
、
小
林
憲
一
、
小
松
美
素

惠
、四
宮
友
彬

玉
本
英
雄
、
對
呀
千
惠
子
、
中
島
勝
美

根
岸
千
代
子
、
暼
菘
子
、
野
口
絹
枝

濱
野
&
久
代
、
春
田
華
代
子
、
宮
田
爵

美
子
、
山
崎
声
沚

、
横
山
ミ
ネ
、
吉

澤
昌
子

徐

護
司
)

會
谷
順
雄
、
江
ロ
ヤ
ス
ヱ
、
大
久
保
博

司
、
大
野
玉
子
、
大
山
和
子
、
國
井
市

太
郎
、
嶋
津
義
三
、
清
水
源
四
、
鈴
木

末
藏
、
田
村
幸
雄
、
西
村
弘
行
、
秣
信

二
、
藤
波
久
江
、
松
木
壽
子

【
監
至
活
功
労
】

(防
火
事
業
功
労
者
)

坂
m
實
枝
子
、
吉
田
一
枝

(防
犯
事
業
功
労
者
〉

【
産
業
功
労
】

(
実
業
精
励
功
労
者
)

内
田
昇
、
河
合
弘
、
田
島
廣
和
、
野
口

節
、
古
家
正
則

[
建
設
功
労
]

(土
木
豬
朕
事
業
功
労
慂

白
谷
武
一
、仁
平
淳
一
郎
、長
谷
川
榮
、

吉
田
實

(ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
〉

井
よ
傴
男
、
河
野一
央
敏

[鯑
町
功
労
]

青
山
善
輔
、
近
藤
絹
子
、
齋
藤
里
・
、

澁
谷
周
子
、
鈴
木
新
八
、
鳥
ウ
雅
威
郎

中
島
昭
二
郎
、
藤
田
正
明
、
普

賢
笑

子
、
宮
田
和
夫
、
持
木
利
之
、
守
田
豐

山
口
忠
、
吉
田
孝
一
、
吉
田
誠

〔納
税
功
労
】

有
野
芳
曷
、石
橋
昭
三
、
岩
崎
満
男
、

植
田
肩
、
落
合
嶽
男
、
星
通
、
矢
島
熹

昌[文
化
功
労
]

(
文
化
事
業
功
労
者
〉

大
竹
恵
美
子
、櫻
井
幸
雄
、
田
村
た
い

[体
肓
功
労
]

{
体
育
事
業
功
労
者
}

上
野
章
、
黒
田
明
、
須
田
文
子
、
高
尾

實
、
長
島
一
虞

【
徳
行
者
】

浅
田
良
作
、
綾
瀬
パ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー

代
表
大
久
保
貞
二
、
大
沼
ツ
ヤ
、
㈱
神

田
屋
鞄
製
作
所
代
表
取
締
役
生
田
順

洸
、
㈱
コ
ミ
ヤ
代
表
取
締
役
小
宮
賢

治
、
㈱
三
浦
工
務
哲
一
和
会
会
長
前
澤

宗
高
、
小
久
保
冨
子
、
廁
恵
明
寺
、
城

北
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
愛
飲
者
一
同
、
関

原
友
祭
会
、
竹
の
筱
看
護
婦
家
政
婦
紹

介
所
会
長
瀬
斎
サ
ツ
、
東
京
足
立
鞄
工

業
会
、
東
京
電
力
呰

笠
支
社
、
東
京

都
印
刷
工
業
組
龠
炬
立
支
爬
だ
立
ま
つ

り
実
行
委
員
長
桜
荘
兀
、
西
新
井
遊
技

場
組
合
組
合
長
宮
本
武
男
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い
、
前
田
ヌ

イ
、
武
者
和
夫
、
葢
貢

隆
、
㈲
ビ
ッ

ク
リ
ヤ
代
表
取
締
役
吉
田
正
男
、
立
正

佼
成
会
足
立
教
会

【
人
命
救
助
】

小
川
敏
夫

(
総
務
係
)

□ ' 96高年齢者就業相談フェア　日時=10月25日( 金) 、午前10時～午後9時　場所=都・高年齢者就業センター　問先=　都・高齢者事業振興財団
5211- 2310 　都労働経済局高齢者対策室 　5320- 4675
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生
活
環
境

地
区
計
画
な
ど
の

原
案
を
縦
覧
し
ま
す

次
の
地
区
計
圃
な
ど
の
原
案
を
縦
覧

匚
羊
手
。こ
の
内
容
に
音
寛
9
の
る
関

係
者
の
方
は
、区
長
に
対
し
て
雲
見
s

奮

宍
出
す
る
y
左

が
で
さ
豕
歹
。

・

地
区
計
画
の
変
更

▽
扇
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
・
:扇
一
丁

昆

内

▽
梅
島
地
区
地
区
計
画
・
:
梅
島
一
丁
白

布

癶

篠

島
二
丁
目
各
地
内

▽
中
央
本
町
地
区
地
区
計
画
・・・
中
央
本

町
一
丁
目

、
中
央
本
町
三
丁
目
布
よ
び

中
央
本
町
四
丁
目
各
地
内

▽
舎
人
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
・・・
舎
人

三
丁
目

舎
人
I

T
自
各
地
内

圖
沿
道
整
備
計
画
の
変
更

▽
環
状
ち
兮
線
A
～
D
地
区
/
ん
地
区

…

薦

一
丁
目

、
島
根
一
丁
目

、
島
根

三
丁
目
、
梅
島
二
丁
目
お
よ
び
梅
島
三

丁
目
各
地
内
/
R

地
区
・・・
栗
原
三
丁

目

、
西
新
井
栄
町
二
丁
目

、
西
新
井
栄

町
三
丁
目

、
西
新
井
本
町
一
丁
目
、
西

新
井
本
町
二
丁
目
、
西
新
井
一
丁
目
、

西
新
井
六
丁
目
お
よ
び
西
新
井
七
T

自

各
地
内
/
c

地
区
・・・
平
野
一
丁
目
、
一

ツ
家
一
丁
目
、
一
ツ
冢
三
丁
目

、
一
ツ

家
四
丁
目

、
西
加
平
一
丁
目

、
西
加
平

二
T
a

、
中
央
本
町
五
丁
目

、
青
井
五
T

白

、
青
井
六
T
a

、
加
平
一
丁
白
一
、

加
平
二
丁
目

、
加
平
三
丁
目

、
谷
中
二
T

自

、
谷
中
三
丁
目
、
谷
中
四
丁
目
、

大
谷
里

丁
目
、
大
谷
田
三
丁
目

、・
大

谷
田
四
丁
目
、東
和
四
丁
目
、東
和
五

丁
貝
一
y
ぴ
中
川
四
T
自
各
地
内
/
D

地
区
・
:新
田
一
丁
目
、
新
田
二
丁
目
、

高
浜
一
丁
目
、
鹿
浜
二
丁
目
、
鹿
浜
三

丁
目
、鹿
浜
四
丁
目
、堀
ウ
陏
二
丁
皀
、

栫
一
丁
自
、椿
二
丁
目
、江
北
三
丁
自

、

江
北
五
丁
目
、
江
北
六
丁
目
お
よ
び
江

北
七
T
皀
各
地
内

▽
国
道
四
号
A
・
R
地
区
/
A
地
区
・
:

足
立
一
丁
目
、
足
立
四
丁
目
、
中
央
本

町
一
丁
皀
、
中
央
本
町
五
丁
目
、
平
野

一
丁
目
、
平
野
二
丁
目
、
惠
(
月
町
、

保
木
間
一
丁
目
、
保
木
間
二
丁
目
、
保

木
間
三
丁
目
、
西
保
木
間
一
丁
目
、
竹

の
塚
三
丁
目
、
竹
の
獗
四
丁
目
、
六
月

一
丁
目
、島
根
一
丁
目
、島
根
二
丁
自

、

梅
島
一
丁
目
、
梅
島
二
丁
目
、
梅
田
一

丁
目
、
梅
田
二
丁
目
忝
よ
ぴ
梅
田
七
丁

目
各
地
内
/
R
地
区
…
保
木
間
三
丁

目
、保
木
間
四
丁
目
、
保
木
間
五
丁
目
、

西
保
木
間
一
丁
目
、
西
保
木
間
二
丁

目
、
西
保
木
間
三
丁
目
お
よ
び
西
保
木

閧
四
丁
目
各
地
内

-

い
ず
れ
も
トト

今
回
の
変
更
は
、
先
の
都
市
計
画
法

及
び
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
新
た
1
で
は

あ
釐
唇
ん
。
縦
覧
期
間
H
1
0
月
2
2

日～
U
【
‥
5
日
意
兄
s
提
出
期
間
卜

W
g
苜～
u
月
1
1
日
縦
覧
場
所
・

問
先
日
都
市
計
画
係

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
2
2日
～
3
1日

「
困
n
汞
T
自
転
車
置
き
ざ
り
知
ら

ん
ぷ
り
」
を
藐
一
標
語
に
「
第
1
3
回
駅

前
腴
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
濫
笳
し
豕
歹
。
期
間
中
昿
y
罕

―

各
駅
頭
で

贊
5
砺
勣
受
付
い
ホ
す
。
放
置
自
転
車

一
掃
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
y
。
駅
に
近
い
'
ほ
で
き
る
だ

け
歩
く
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
通
勤
・

通
学
等
で
毎
日
利
用
莨
芳
は
、
自
転

車
置
き
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
転
車
に
は
必
ず
住
所
と
氏
名
を

記
入
し
て
壑

策
し
ょ
う
。

問
先
日

自
転
車
係

新
築
都
営
住
宅
・

都
民
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
戸
数
磊
蚕
住
宅
(
一
般
世
帯
お

よ
び
単
身
者
了
4
0
戸
/
都
民
住
宅
(
一

般
世
帯
丁
・
S
尸

募
集
お
よ
び
申
込

用
紙
配
布
期
間
卜
1
0月
2
4日
～
3
1日

王
・
日
曜
日
奮
隊
く
)

申
込
用
紙

(申
込
の
し
お
り
)
配
布
場
所
卜
住
宅

支
援
係
、
各
区
民
事
務
所

※
申
込
資

格
な
ど
く
わ
し
く
は
、「
申
込
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅

支
援
係

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
家
屋

の
玄
関
等
に
取
ひ
付
け
て
あ
る
住
居
表

示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
、
破
損
・

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
新
し
い

表
示
板
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま

す
。
ご
つ
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
・
問
先
基

お

知

ら

せ

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

日
時
λ
月
智
二
水
)
、
午
前
&
時

3
0分
、
区
役
所
正
面
入
口
集
合

内
容
H

郷
土
博
物
館

、
花
畑
大
髯
神
社
(

酉

の
市
)
、
花
畑
記
念
庭
園
、
都
市

農
業

公
園
等
を
見

学

対
象
山

豎

佑

会
会

員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定

員
U
4
0
人
(

櫑
'
)

費
用
=

▽
観
光

協
会
会
員
…
千
哨
円
マ
会
員
家
族
・
:
2

千
円
こ

般
・・・
2
千
5
0
0円
(

当
R
現
地

で
支
払
い

、
昼
食
付
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

希
望

者
全
員
の
氏
名
、
年

齢
、
住
所

、
電
話
番
号

、
会
員
・
会
員

冢
族
こ

般
の
別
、
「1
1月
区
内
施
設

め
ぐ
り
希
望
こ

に萌
記

※
(

ガ
キ
ー

枚
で
t
人
ま
で
申
」
込
み
可
。
褞
盾
(

ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を

必
ず
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
重
複
申
込

は
無
効
期
限
=
3
月
2
5
日
消
印
有
効

申
・
問
先
瓦
'
光
S
会
区
内
施
設
め
ぐ

息
猖
(
産
業
振
8
課
内
)
-
函
吊

央
本
町
1
-
1
7
-
1

花畑記念庭園

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川

(
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
'
9
6
)

荒
川
兮
自
爍
く
知
り
、
水
辺
環
境

奮
一
息
た
め
、
河
川
敷
Q
コ
ミ
調
査

や
水
質
検
査
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
等
菽
…
贇
吋
℡
亘
①

西
新
井
橋
緑
地
左
岸
(
西
新
井
榲
北

駟
・
・
・
午
前
1
時
～
1
1
時
②
千
住
新
橋

緑
地
左
岸
(
わ
ん
ど
広
場
)
・
:
午
前
9

時
～
1
1
時
-
(
虹

の
広
場
)
…
午
前
1
1
時
～
正
午
な

お
、
今
回
の
開
催
会
場
②
に
つ
い
て
は

足
立
環
境
ネ
ッ
ト
「
ち
‘烝
石

」
③
に

つ
い
て
は
{
小
さ
碣
整
}み
仲
凹
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
、
③
の
会
場
に
つ
い
て
は
、午
後
「
自

然
観
察
き
等
を
行
い
李
y
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、弁
当
永
筒
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
車
で
の
釆
場
は
ご
還
庫
ぐ

だ
さ
い

問
先
卜
計
画
調
輅
課
計
画

昨年のゴミ調査風景

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

「
G
O
　
W
E
S
T
!

きて
、み
て
、ふ
れ
て
、み
ん
な
の
ま
つ
り
」

今
年
も
斬
し
い
出
会
い
童
(
切
に
、

地
域
の
方
々
と
共
に
最
大
な
お
ま
つ
り

を
開
催
し
豕
歹
。
日
時
儿
…
肖
肘
B

亘
、
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
内
容

H
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
/
音
楽
会
/
体

験
コ
ー
ナ
ー
/
神
輿
の
競
演
/
穉
レ
踊

り
/
太
鼓
/
侠
擬
店
な
ど

蚤
(
亘
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

場
・
問
先
卜
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

霓
3
8
5
3
)
0
6
3
2

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ナ
ナ
イ
が
語
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
の
子
育
て
事
情
」

日
本
で
孑
奐
を
産
み
、
售
て
て
い
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
た
ち
に
。
母
国
で

の
子
育
て
や
母
親
を
取
り
巻
く
環
境

衆

日
本
と
の
違
い
を
交
え
て
語
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
。ナ
ナ
イ
'
と
は
タ
ガ

ロ
グ
語
で
I

母
さ
■£
j
と
い
う
蓴
味

で
す
。

日
時
H
U
月
7
日
(
木
)
、

午
前
1
0時
卜
正
午

対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方

定
S
H
2
0
人
(

先
着
駟

費
用
H
無
料

申
込
=

電
話

※
保
育
も
灯
い
宋
f
y。
冫
斌
L

学
齢
前
、
先
着
1
0人
。
希
望
者
は
辺
月
3
1

日
ま
で
申
込
。
保
育
の
当
貝

苻
は

い
た
し
ま
せ
ん

場
・
申
・
間
先
日
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

第
3
回
国
際
交
流
講
演
会

「
メ
キ
シ
コ
の
生
活
と
文
化
に
つ
い
て
」

区
内
で
メ
キ
シ
コ
料
理
店
豪
天
婦
で

経
常
T
?
末
ソ
イ
ラ
さ
ん
が
、母
国

メ
キ
シ
コ
の
旻
簪
慣
や
又
化
等
に
つ

い
て
日
本
語
で
講
演
し
奪
y
。日
時

菽
…肓
Q
肓
(
月
)
、午
後
1
埒
A

時

#
£
=
区
役
所
南
館
1
3階
大
会
議
室
A

定
員
=
1
0
0人

費
用
Ⅱ
無
料

申
d
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
日
国
際
交
流

担
当

郷
土
芸
能
大
会

日
時
Ⅱ
1
0月
智
二
日
)
、午
前
1
1時

椙
所
日
ギ
咨

ク
シ
テ
卩
い
西
新
井
文

化
ホ
ール

内
容
卩
お
囃
孑
の
濔
奏

費
用
=
無
料

吻
一
7
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
日
郷
土
博
物
館

魯
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

物品買入等指名競争入札
参加の登録受け付け
平成9・10年度に、区の物品買入れ
等の指名競争入札に参加を希望される
方は、次のとおり申し込みください。
日時=10月21日～11月1日、午前9時
30分～午後4時※ 土・日曜日および
正午～午後1時を除く● 所=区役所
南館13階大会議室B( 10 月31日のみ12
階会議室) ※畦車場が不足しており
ますので、車での来庁はご遠慮くださ
い。申請に必要な都・財務局指定用紙
は東京都弘済会( 都庁都艮広場地下)
にて販売しています 問先= 物品契約{
系S3880- 51111 匂

来年4月入園の
区立幼稚園児

募集

募
集
す
る
I
=
下
表
応
募
資
格
H
区

内
在
住
の
t
歳
児
(
4
年
t
月
2
日
～

5
年
t
月
1
日
生
)
、i
歳
児
(
3
年

4
月
2
日
～
4
年
4
月
1
口
生
)
受

付
日
時
卜
程
侃

旦
木
)
、1
1月
1
日

釡
)
、
午
後
L
歌

芬
L
1

時
3
0分

受
付
埔
所
―
〈
園
希
留
蜀
各
区
立
幼
稚

園
x

申
込
用
紙
・
募
集
要
項
は
各
区

立
幼
稚
園
・
区
民
事
務
所
・
軟
育
委
員

会
で
1
0月
穏
£
呎
配
付
。
各
幼
稚
園

は
午
前
1
時
～
午
後
1
時
3
0分
(
土
曜

日
は
正
午
)
ま
で

週
m
r
m
=第
一
次

選
考
は
、U
月
6
日
に
入
園
希
望
の
各

幼
稚
園
で
行
い
衆
y
。な
お
、現
在
区

立
幼
稚
園
の
苒
繝
整
備
を
検
討
中
で
す
。

平
威
1
0年
度
以
降
の
募
集
人
員
等
に
つ

い
て

～

問

先
日
学
事
係

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

ひ
ろ

ば

=催
し
=

☆
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
i
癶
ザ
ー

1
1
月
3
日
(
日
)
、午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
/
竹
の
筱
障
害
福
祉
館
/
江
北
ひ
ま

わ
り
作
業
所

今
井

酋
(
3
8
9
7
)
8
9
4
8

☆
花
畑
共
同
作
業
所
バ
ザ
ト
1
1
1
月
1
0

日
亘
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2

時
3
0分
/
都
立
城
北
養
護
学
校
体
育
館
/

衣
料
・
E
用
雑
貨
品
等
の
提
供
か
お

願
い
し
求
y
/
花
畑
共
同
售
乕

酋
(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
奢
募
集

1
1
月
辺
二
日
)
、午
前
1
1
時
～
午
後

3
時

朖
大
の
場
合
は
1
1月
1
7旦
/

元
圀
阯
公
園
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

毎
忝
叨
記
し
「
〒
圀
足
立
弘
遭
郵
便
局

留
カ
ー
ニ
バ
ル
(
1
0鳳
哲

必
售
/

小
林
a
(
3
8
8
7
)
6
9
7
0

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
万
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
瀘
蹶
へ

一
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

掲
示
板

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
義
援
金
の
第
3

次
配
布

対
象
心

暁
)
し
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
平

成
7
年
の
総
所
得
金
額
が
刪
万
円
以
下

の
世
帯

支
給
額
u
L
世
帯
あ
た
箟
…一

万
円

必
妥
書
類
=
所
定
の
申
込
書
、
n

臾
・
課
税
証
明
な
ど

提
出
・
問
先

Ⅱ
震
災
時
居
住
市
町
の
徂
当
課

・
都
・
防
災
『
謳
学
』
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
応
募
資
格
H
都
内
在
住
・
在
動

・
在
学
者
圭
/

一
定
以
上
の
語
学
能
力
を
有
す
久
芳

説
明
i
ア
マ
1
0
苡
曾
(
火
)
、
午
後

1
時―
C
O
'
時
'
芬
/
都
・
社
会
福
祉
保

健
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
マ
u
月
1
4
B
(

木
)
、
午
後
1
時
I
7
時
叩
分
/
江
戸

東
京
博
物
館

～

は
必
r
阮
叨
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

問
先
―

推
進
課

酋
《
5
3
8
8
)
3
1
3
5

□ 都立足立ろう学校公開　日時=10月18日( 金) 、午前9時～午後O時10分　※ 教育相談を希望の方は、午後1時～2時30分まで受け付けます　申込=電話またはファクシミリ　場・申・問先=都立足立ろう学校学校公開係　3883- 8527　FAX3860- 1328
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「
防
災
区
民
組
織

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
6」開
催

区
民
消
火
隊
・
区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

奮
翦
U
ま
ず
。
ま
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

や
運
助
会
等
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
s
あ

n
汞
歹
の
で
消
火
隊
・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

の
な
い
町
会
・
m
治
会
の
皆
さ
ん
釟
ぶ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
時
H

U
抖
甘
亘
、
午
前
9
時
～
正
午

場
所
H
荒
川
河
川
敷
西
新
井
橋
緑
地

内
容
日
消
防
ポ
ン
プ
ーレ
ス
キ
ュ
ー
資

栂
杤
取
扱
講
習
会
/
運
励
会
/
防
以
用

品
の
展
示
ほ
か

申
込
=
電
話

申

込
期
限
瓱
…
肓
M
日

申
・
問
先
=
災

害
対
策
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
卜
㈹

消防 ポンプ取扱講習会

'
9
6消

費

者
展

「
知
恵
と
工
夫
で
く
ら
し
を
守
ろ
う
」

社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
る
ゴ
ミ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
・
環
現
問
題
な
ど
を
中
心

に
、
日
ご
ろ
消
費
者
団
体
・
グ
ル
ー
プ

が
研
ま
し
て
い
盃
罌
な
暮
ら
し
の
開

鑿
癶
ネ
ル
で
曇
F
¥
チ
。
こ
の
ほ

か
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
灣
掃
等
の

公
共
企
業
コ
ー
ナ
ー
、バ
ザ
ー
、
即
売

コ
ー
ナ
ー
等
。
日
時
日
1
0
月
2
6
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
t
時
/
2
7
ほ
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
バ
ザ
ー
の
開
催
時

間
日
2
6
E
・・・
午
前
1
0
時
3
0分

、
午
後
1

時
3
0
分
/
2
7
日
…
午
前
1
0
時

※
バ
ザ

ー

品
は
、
毎
回
補
充
し
ま
す
。

・
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
冢
既
に
耄
不
晋
ぞ
再
活
用
で

き
ゑ
盜
剤
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
(
食
料
品
・
医
薬
品
・
化
暫
?
勳

榧
物
・
消
耗
の
激
し
い
も
の
は
お
翼
け

で
き
ま
せ
ん
)
。な
お
。こ
の
収
益
金

は
、社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
い
た
し

ま
す
。受
付
日
時
ふ
肖
竹
・
1
8

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
t
時

-

い
ず
れ
も
。卜

榻
・
申
・
問
先
日
消
費
者
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

環
境
講
座
「
青
年
未
来
来
探
検
隊
」

～
自
分
で
や
れ
た
ら

え
ー
コ
ロ
ジ
ー
(
え
ー
こ
こ
ち
)
～

人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
事
を
し

て
い
る
人
た
ち
に
つ
い
て
の
話
を
藺
き

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
春
ら
し
を
一
緒

に
考
兄
ま
せ
ん
か
。

日
時
凵
1
0月
3
1

日
(
木
)
、
午
泌
T
時
F
9
時

講
師

卜
中
村
正
子
氏
(
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
)

定
員
卜
3
0人
S

用
卜
無
料

申
込
卜
電
話
(
先
着
順
)

場
・
申
・

問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

青
年
講
座

「
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
入
門
」

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
使
い
方
、撮
影

方
法
等
を
学
ぶ
、初
心
者
向
け
の
講
座

で
す
。ま
た
、青
年
海
外
協
力
隊
と
し

ア
墫
真
教
室
を
し
て
い
た
時
の
蹠
i
闃

き
豕
y
。日
時
卜
1
0
月
2
6
日
、U
月

9
・
1
6・
2
3・
3
0日
(
全
5
回
)
、
い

ず
れ
も
土
曜
日
、午
囎
贔
了
t
時

講
師
H
橋
本
和
典
氏

対
象
H
青
年
男

女

定
S
卜
2
0人
(
先
着
順
)

費
用

卜
無
料

申
込
目
電
話

場
・
申
・
問

先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

スケ ッチ
あ だ ち

違
反
チ
ラ
シ
・
看
板

撤
去
大
作
戦

竹
ノ
塚
駅
周
辺
で
9
月
2
7
日
、

電
柱
、電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
違

法
な
「性
風
俗
チ
ラ
シ
」や
「捨

て
看
板
」を
一
季
急
た
め
、小
・

中
学
校
の
R
T
A
、警
察
、区
が

一
緒
に
撤
去
大
作
戦
受
付
い
奔
し

た
。
「パ
ト
ロ
ー
ル
し
y
ぷ
る
と
あ

ま
り
の
多
さ
に
び
っ
く
り
」
「
『
青

少
年
に
有
害
な
ピ
ラ
、
舌
フ
シ
お

断
り
』
ス
テ
ッ
カ
ー
(
区
民
事
務
所

で
配
布
)
奮
羂
f
S
?
、
街

全
体
で
何
か
行
助
を
レ
な
い
と
」

と
皆
さ
ん
の
声
。
L
時
間
半
の
活

勦
で
、
数
千
枚
の
張
ひ
觝
と
看
板

約
千
沺
枚
を
撒
収
し
声
レ
た
。
今
年
度

中
に
あ
と
2
回
予
定
し
て
い
欒
y
。

頑
固
な
張
り
紙
に
悪
戦
苦
闘

▲ 軍手、ペンチ、ゴミ袋を持ち、いざ出陣

撤
去
し
た
捨
て
看

板
・
チ
ラ
シ

野
菜

天

国

果
物
王
国

ま
つ
り
'
9
6

9
月
2
9日
、
入
谷
の
北
足
立
市
場
で
市
場
ま
つ
口
か

開
催
さ
れ
声
処

。会
場
は
、秋
の
味
覚
の
マ
ツ
タ
ケ
、

ナ
シ
、
夕
口
な
ど
の
野
菜
・
果
物

そ
し
て
花
の
即
売
の
ほ
か
、
ミ
ニ
S
L

、
椁
擬
呎
若
で
大
盛
況
。

特
に
即
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
原
価
に

近
い
価
格
で
、
持
ち
き
れ
な
い
く

ら
い
の
荷
物
至
瘴
凡
て
い
る
冢
族

連
れ
や
、
中
に
は
台
車
持
参
の
人

も
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
1
0
0

円
ル
ー
レ
ッ
ト
で
は
、
目
玉
商

品
の
メ
ロ
ン
を
目
当
て
に
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

秋だ! 収穫だ! 豊作だ!
子どもたちが田んぼで稲刈り

9
月
1
7
E
に
、
西
保
木
間
2
丁

目
の
増
田
‘
'
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
渕

江
小
と
溯
江
第
二
小
{
y
年
生
が

稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
社

会
科
の
体
験
学
習
の
一
環
で
、
春

に
自
分
た
ち
で
暼
危

苗
を
収
穫

す
る
も
の
。

初
め
て
カ
マ
を
埀
つ
た
と
い
う

孑
p
も
た
ち
も
多
ぺ

ち
ょ
っ
と

苣
萋
み
。
稲
を
刈
っ
て
い
る
つ

ち
に
、
ザ
ッ
ザ
ッ
と
リ
ズ
ム
良
く

で
き
る
ぷ
つ
に
な
り
、
笑
顔
が
あ

ち
'」ち
で
'
」ぽ
9
C

た
。

収
穫
後
は
、
渕
江
小
は
お
り
す

び
に
、
茵
阯
第
二
小
は
収
穫
米
を

モ
チ
米
に
か
兄
て
モ
チ
つ
瘴
蚤
付

う
予
定
。
ま
た
、
乾
燥
さ
せ
た
ワ

ラ
は
、
1
月
に
行
わ
れ
ゑ
(
乗
院

の
じ
ん
が
ん
な
わ
祭
の
材
料
に
な

ひ
ま
す
。
子
ご
も
た
ち
ほ
、
田
植

え
、
収
穫
。
そ
し
て
ワ
ラ
の
利
用

ま
で
、
米
作
ひ
の
サ
イ
ク
ル
が
実

感
で
w
m
i

つ
で
"
。

見て!
きれいに
でき たでしょ

遊びを満喫
「あだち子ども
フェスティバル」

台
風
1
7号
が
、
関
東
地

方
を
曩
つ
た
9
月
2
2日
。

こ
こ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

で
、
鵆
岩
石
匕
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

声
‥だ
。
外
の
嵐
奮
巻
れ

て
し
恚
2
ほ
ど
、
館
内
ほ

子
ど
も
の
歓
声
と
熱
気
で

ム
ン
ム
ン
。

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
指

導
の
避
び
コ
ー
ナ
ー
が
傴
Q
冫
λ
ん

。

昔
懐
か
し
い
め
かこ
、
お
手
玉
、
お
は
に

責

折
り
紙
等
の
体
験
に
は
子
ご
彩
衣

は
も
ち
ろ
ん
、
付
盡
揶
い
の
父
兄
も
夢
由

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
来
館
し
{
a

田
佳
苗
さ
ん
(
中
島
根
小
1
年
)
も
、t

か
ら
作
n
た
か
っ
た
折
口
政
を
教
わ
っ
y

大
喜
び
。
心
に
残
る
休
日
受
鴛
瓦
で
い

声
し
た
。

毎
日
続
け
る
こ
と
が
大
切

ラ
ジ
オ
体
操
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ラ
ジ
オ
体
操
と

い
え
ば
、夏
休
み

。

子
ぐ

も
の
こ
ろ
、

ス
タ
ン
プ
を
も
ら

っ
た
思
い
出
は
な

い
で

歹
か
。

区
内
に
は
夏
休

み
に
限
ら
す

、
一

年
中
早
朝
ラ
ジ
オ

体
操
奮
竹
っ
て
い

る
団
体
が
た
く
さ

ん
あ
n
ま
チ

。

千
三
ラ
ジ
オ
体
操

会
は
昭
和
3
4年
か
ら
荊
ぐ
歴
史

あ
る
団
体
。
実
施
回
甦
T

万

回
盒
一冕
て
い
家
歹
。

一
方
青
井
ふ
れ
あ
い
公
園
ラ

ジ
オ
体
操
会
は
1
年
ほ
ど
前
か

ら
始
め
た
団
体
で
y
。き
っ
か

け
は
、
早
朝
公
園
に
催
蛋
つ
た

人
達
と
意
気
投
合
。
ラ
ジ
オ
体

擽
で
も
や
っ
豕

呑

贏

い
気
持
ち
で
始
ま
っ
た
も

の
。

今
刄
陥
人
以
上
Q
人
が
集

審
9
6
7
に
な
ひ
ま
レ
た
。

気
軽
に
で
き
る
健
蹶
つ
く

り
。み
な
さ
ん
も
、
、傴
所

で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
y

青井ふれあい公園でのラジオ体操千三ラジオ体操会
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